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研究成果の概要 

超高齢化社会を迎える我が国において心筋梗塞や脳梗塞などの動脈硬化性疾患はますます重要な疾患

である。スタチンや PCSK9阻害剤などがこれまでに開発されその有効性が示されており、これらの薬剤

は現在の循環器疾患治療には不可欠な薬剤となっているが、さらなる新規治療の開発が必要である。ヒ

トゲノムの蛋白をコードする遺伝子領域はわずか 2%程度であり、残りの領域からタンパク質をコード

しない非コード RNA（non-coding RNA; ncRNA）が非常に多く転写されている。近年、ncRNAの生理的作

用に加え、病態形成における役割も明らかにされつつある。研究者らは ncRNAのうち、特に 20塩基程

度の短鎖 ncRNAの一つであるマイクロ RNA（microRNA; miRNA）および 200塩基長以上の ncRNAである

長鎖非コード RNA（long non-coding RNA; lncRNA）に注目し、研究を開始した。本年度は、研究者ら

がスクリーニングから同定した 2 つの ncRNA の機能解析を細胞や生体を用いて検討を行った。そのた

めに、細胞においてこれらの ncRNAの過剰発現およびノックダウンの系を確立した。また、ncRNAの遺

伝子改変マウスの作成に成功し、このマウスを病態モデルに応用することにより、これらの ncRNAが病

的状態において重要な役割を果たすことが明らかになった。現在、その機序について、さらなる検討を

行っている。本研究を通して、ncRNAの心血管代謝性疾患における役割をあきらかとし、臨床応用に橋

渡しをするべく、研究を継続していく。将来的には、ncRNA の生理的/疾患メカニズムの解明から臨床

応用まで一貫して研究を発展させて、世界初の ncRNA制御による治療薬の開発につなげたい。 
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